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事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書

rr晋

○ ・変動

会ヽ社 )i島織物ゼル■ン
取締役社長‐青戸 ・紘

■ ■   ・ 741075

該当する□には、レ印を記入してください。特定円「業者以外で日主参加される事業者の方は レ印の記入ほ不要です。

「速雑年lL」とは言'Wttmの'“年度を 「日標4,波」とは計ロサ研岡の最終午波をいいます。

r手業所等掛:!」区分Jと は、京都府内の11業所年のJ「業所IJlのためのエネルギーの■′rに|卜い充生するよ宝幼米ガスを、 「輸送‖而排lⅢrXク)J

とは 自動車迎送胃r業者についてはl■加の本拠の位ltを】〔納tPr内とする■両のfl■|するI達効果ガスを 飲 道J 来`イについてはあt右する女物1こ

両又は旅客章而のコ'lHするX生 効果ガスを 「そのlLリトJI区分Jと は L記 以外の京都府内におけるJ事栄7r年のJ「業活動に伴い発生する流室効

特定事業者の

主たる業種
繊維製品の製造 ・販売

該当する事業
者要件 っ ゃ 母

則難 知号
盈岳暑鞄び 事&が  (樹ずギ賓設果賛諾因 掃智安世多撰鱈琶両骸暫警埋薯(その他の温室効果ガスの大規模排出r蜜堅雪や聖繰揺検撃経餐饗号客督科熱ヽ九翁霞;       _

E 「画 期 間 平成 18  年 4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 斜 エネルギー使用の大部分を占める本社 ・市原事業所は、1999年8月にIS014001の認証を取待しており、 |エ ネル千~便

用の合理化Jを 環境方針の一項目に取 り上げ、毎年 1%以 上の地球温暖化ガス移F出量の削減をする。

推 進 体 制 会にて、毎月温暖化ガスの排出量の実績を報告、管理している。

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

割 軍

18～19(上

期)

・ボイラ設備 ・コージエ
ネ設備 空ヽ爾機器類 ・染
色工程 。事務間接部門

は18年1月に受診した省エネセンターによる省エネ診断の緒果を受け そ の改善対策事項の実施

鷲醤伊督縁素墾易文E3そ紫才ラ鍬密需管省そIFス
コ~ジエネ設fjを〕18/4月に休止 買電に切り若

併せてC02換算約100トンの削減を計画。

19(下 期) 同上
上記改善事項で、改善結果が計画を下回る事項についての実施対策の再被前と新規対策案の雄立→順

次実行

温室効果カス
の排出量等 排出区分

基 準 年 度 (実績 '

(16)年度
(二酸化炭蒸換算 〈t))

日棟午皮 (Ff四'

(19)年 度
〈二酸化炭素磁算 〈t))

日J滅等
(計画)
( % )

A事 業所等排出区分 2,953 t 2よ字/  t 一S(8%

B輸 送車両排出区分 t t %

cそ の他排出区分 t t %

排出合El Ⅲ1       2 , 9 5 3  t ■ 2 ジ庁チ/ t
ヤ、予『%

その他の地球

温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減畳
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸化尿 系換 算 くt

森林の保全及び整備 〈整術面積) b / く吸収曇) ン

府丙産の木材の利用 (利用量) / m ' (削減ユ) /t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電量) /  kWh (削減量) /  t

(熱サヽ給量) / (削減ユ) / t

グリーン電力の躍入 〈距入畳) / kwh 〈削減畳) / t

削減量等合計 t

差引排 出量

〈排出合計一削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

Ⅲl      力 寿  t ●め,●D      2『 チノ t _ゃ 8%

特 記 事 項 ①弊社は、京都府のエコ京都21、

を達成したため、平成17年12月に

コン及び船川島織物販売との3社|

降は、実績等においてそれら被合

標値には合併による増加分は含ん

さく留まる)

担 当 部 署

「地球温暖化骸
「アドバンス」

)会社の合併に1

俳会社の実績
でおりません。ね泰階 盤鰹

連  絡   先

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ 番 号

両スは旅客章而のコ'lHするX4効 果 ガスを  1そ のlL〕rJ‖本分 Jと は  に 記以タトの方(抑ltr内にわ り OJ'米 りI詢tワ」'末■iりに、卜Vウじ‐ ツ0■にユメ

4坊
費争景綜|1品患笑】督緑!F歩)と多品建肯翻日子お挫う旨う悲世】象税捨是元る鉱≧易焚)上

位CO″朋:lJ五 省エネ壊1卜UH充など4t者の注生
'スのbl渡などを記入してください。


